
本
果
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究

（三
）

史
料

「甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴
」
紹
介
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
原

井

慈

鳳

一
、
は
じ
め
に

本
果
院
日
朝
聖
人
が
文
正
元
年

（
一
四
六
工Ｏ

十
月
二
十
五
日
遷
化
さ
れ
て
よ
り
来
る
平
成
二
十
七
年
は
五
百
五
十
遠
忌
に
当
る
。

聖
人
真
蹟
文
書
は
縁
深
い
沼
津
市
岡
宮
、
光
長
寺
に
於
い
て
も
甲
州
市
休
息
、
立
正
寺
に
於
い
て
も
聖
人
開
創
各
寺
院
に
於
い
て
も

御
本
尊

・
宗
祖
御
書
写
本

・
御
聖
教
写
本
類
の
伝
存
は
明
ら
か
で
あ
る
が
他
の
御
真
蹟
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
時
代
の

行
学
院
日
朝
聖
人
と
混
同
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
御
本
尊
の
混
同
の
事
例
が
あ
る
事
も
指
摘
し
て
お
き
た
」
。
光
長
寺
は
天
文
十
四

年

（
一
五
四
五
）
八
月
甲
斐
、
武
田
信
玄
の
駿
河
進
攻
の
兵
火
に
遭
い
、
立
正
寺
は
天
正
十
年

（
一
五
八
一
こ

三
月
織
田
信
長
の
武

田
勝
頼
追
討
の
兵
火
に
罹
り
伽
藍
と
共
に
数
多
の
霊
宝
、
文
献
を
失

っ
た
。
当
立
正
寺
は
今
は
日
蓮
宗
に
属
す
る
が
、
宗
祖
開
山
、

二
祖
日
法
聖
人
、
三
祖
日
乗
聖
人
、
七
祖
、
中
興
本
果
院
日
朝
聖
人
と
法
燈
継
承
の
由
緒
あ
り
、
光
長
寺
と
両
山

一
寺
と
称
さ
れ
る

法
華
本
門
の
一
本
寺
で
あ

っ
た
。
日
朝
聖
人
御
事
蹟
に
関
し
、
立
正
寺
に
就
い
て
は
、
先
学
に
よ
り
古
過
去
帳
の

「歴
譜
の
外
に
聖

人
の
記
録
は
見
出
せ
な
い
」
と
論
述
さ
れ
て
き
た
。

而
し
て
二
十
数
年
以
前
何
等
か
の
手
掛
か
り
を
得
べ
く
休
息
立
正
寺
周
辺
を
頻
繁
に
訪
れ
時
の
山
主
岩
佐
宣
人
師
の
ご
好
意
に
よ

社
林
学
業
　
第
二
十
二
考



り
所
蔵
文
書
の
閲
覧
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
山
に
は
霊
宝
の
外
に
江
戸
中
期
文
書
が
各
種
伝
存
し
て
お
り
周
辺
地
域

一
帯
の

調
査
を
同
時
に
行
う
過
程
で
重
要
な
情
報
を
見
出
す
事
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
信
頼
で
き
る
史
料

・
金
石
文

・
周
辺
史
実

と
の
整
合
性
に
よ
り
日
朝
聖
人
の
知
ら
れ
ざ
る
御
事
蹟
の
一
端
を
報
告
さ
せ
て
頂
く
事
と
な

っ
た
。

即
ち
昭
和
六
十

一
年

『興
隆
学
林
紀
要
』

一
号
に
日
朝
聖
人
に
よ
る
御
事
蹟
と
し
て

「休
息
立
正
寺
移
転
造
営
事
業
に
つ
い
て
」

を
発
表
し
真
言
修
験
の
宗
派
の
時
宗
祖
の

『立
正
安
国
論
』
講
演
の
縁
に
接
し
、
日
法
聖
人
の
布
教
に
よ
り
法
華
宗
に
改
宗
し
た
当

時
の
伽
藍
の
地
を
移
し
、
新
た
な
立
正
寺
を
造
営
し
た
事
情
を
記
さ
せ
て
頂
い
た
。
昭
和
六
十
三
年
同
じ
く
、
同

『紀
要
』
二
号
に

「
日
朝
聖
人
上
洛
の
背
景
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
日
朝
聖
人
が
上
洛
を
果
た
し
、
日
隆
聖
人
と
面
会
さ
れ
た
史
実
に
つ
き
法
華
本

門
の
法
流
を
東
西
に
通
用
さ
れ
た
時
代
背
景
を
探

っ
て
東
国
法
華
教
団
の
動
き
を
記
さ
せ
て
頂
い
た
。
右
の
論
文
に
休
息
立
正
寺
所

蔵
の
多
く
の
文
献
を
引
用
し
た
が
中
で
も

『甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴
』
な
る
宝
永
三
年

（
一
七
〇
工〇

五
月
良
日
、
己
心
院
日

退
師
著
作
の
書
は
信
憑
性
が
高
く
示
唆
す
る
点
が
多
い
文
書
で
あ

っ
た
。
同
寺
に
蔵
さ
れ
る
天
明
元
年

（
一
七
八
こ

九
月
の
記
録

『営
山
旧
記
控
』
に
も

「寺
歴
ノ
委
細
悉
知

ハ
日
観
、
日
退
両
巻
ノ
書

二
有
之
可
見
」
と
あ
り
立
正
寺

二
十
二
世
住
真
院
日
観
師
、

同
二
十
六
世
己
心
院
日
退
師
の
記
録
を
挙
げ
て
い
る
。
日
観
師
の
記
録
は
何
れ
を
指
す
か
不
明
で
署
名
な
き
物
語
風
の
冊
子
本
が
あ

る
が
是
を
措
き
他
の
一
巻
と
は
日
退
著
、
巻
子
本

『甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴
』
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
貴
重
史
料
と
し
て

今
回
同
書
全
文
を
紹
介
す
る
事
と
し
た
。
当
書
の
書
誌
学
的
考
証
は
更
に
必
要
で
あ
り
、
今
回
の
小
論
は
原
書
全
文
紹
介
を
目
的
と

す
る
と
共
に
著
者
己
心
院
日
退
師
の
足
跡
既
観
、
引
用
書
の
根
拠
、
引
用
書
の
所
在
、
内
容
問
題
点
の
指
摘
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
著
者
己
心
院
日
退
師
の
こ
と



己
心
院
日
退
師
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
に
て
も
紹
介
し
て
あ
る
が
当
立
正
寺
に
於
い
て
は
特
筆
す
べ
き
位
置
に
在
る
と
考
え
ら
れ
、

再
確
認
し
て
置
き
た
い
。

歴
史
研
鑽
に
於
い
て
も
寺
法
の
制
定
に
於
い
て
も
師
の
足
跡
は
注
目
に
値
す
る
。
寺
歴
書
で
あ
る

『立
正
寺
之
末
歴
』
著
作
に
先

立

っ
て
宝
永
三
年

一
月
五
日
に
は

『立
正
寺
具
俗
萬
代
不
易
之
法
式
』
五
十

一
箇
條
を
制
定
し
真
蹟
巻
子
本
が
同
寺
に
伝
存
し
て
い

る
。
そ
の
内
容
は
立
正
寺
護
持
の
基
本
、
法
式
作
法
、
境
内
伽
藍
、
竹
木
に
至
る
ま
で
保
護
、
山
内
各
坊
、
末
寺
に
至
る
ま
で
荒
廃

を
防
止
す
る
た
め
の
僧
俗
の
在
り
方
と
然
る
べ
き
方
策
が
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
貫
首
を
は
じ
め
僧
侶
の
参
院

釜
日
山
）
や
遷
化

の
都
度
、
御
霊
宝
、
御
朱
印
は
勿
論
、
惣
じ
て
仏
像
、
経
巻
、　
一
切
の
什
物
什
器
、
田
畑
等
山
内
六
坊
全
て
明
細
に
し
、
破
損
、
紛

失
を
禁
じ
松
、
杉
の
苗
木
を
年
々
植
林
す
る
こ
と
ま
で
示
し
て
い
る
。
同
書
巻
末
に

「為
法
為
寺
未
末
永
々
堅
可
相
守
之
若
於
違
背

之
輩
者
依
千
其
過
罪
之
品
急
度
可
任
其
法
者
也
」
と
厳
密
に
遺
戒
し
僧
俗
の
遵
守
規
範
を
示
し
た
。

日
付
け
の
一
月
五
日
は
二
祖
中
老
和
泉
閣
梨
日
法
聖
人
の
命
日
で
あ
り
日
退
師
の
意
図
さ
れ
た
聖
日
と
見
え
る
。
日
法
聖
人
尊
崇

の
意
は
他
書
に
も
散
見
さ
れ
る
。

立
正
寺
第
十
九
世
日
具
聖
人

（宝
永
六
年

一
月
遷
化
）
の
述
懐
が
古
記
録
に
存
し
、
延
山
日
遅
師
の
代
、
休
息

金
上
正
寺
）
と
小
室

（妙
法
寺
）
の
座
配
の
序
列
の
議
論
が
あ

っ
た
時

「
日
遅
師
ノ
日
ク
両
寺
倶
二
中
老
開
聞
ニ
シ
テ
各
由
緒
之
ア
ル
旧
寺
也
、
但
高
祖

御
入
滅
之
後
延
山
之
御
番
、
日
法
師
ハ
之
ヲ
勤
メ
日
博
師
ハ
之
ヲ
勤
メ
ズ
然
ラ
バ
則
チ
日
法
師
ハ
延
山
之
貫
主
役
卜
成
り
日
博
師
ハ

其
ノ
義
無
シ
ト
イ
ヘ
リ
是

一
ツ
、
又
中
老
十
八
人
之
次
第
日
法
師
ハ
為
前
キ
、
日
博
師
ハ
之
二
次
ぐ
是
ニ
ツ
、
休
息

ハ
安
國
論
御
講

之
霊
場
也
、
自
今
已
後
休
息
を
左
卜
為
シ
小
室
ヲ
右
卜
為
ス
」
と
記
さ
れ
る
。
更
に
は

「公
方
様
御
疱
蒼
二
就
キ
出
江
登
城
ノ
時
」

即
ち
身
延
山
日
境
師
ら
と
休
息
の
貫
首
が
将
軍
病
気
平
癒
祈
願
の
た
め
江
戸
城
出
仕
の
折
こ
の
由
緒
は
重
ん
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
こ

れ
ら
は
日
退
師
収
集
の
記
録
と
思
わ
れ
、
宝
永
七
年

（
一
七

一
〇
）
十
月
、
甲
府
城
の
御
能
拝
見
、
正
徳
元
年

（
一
七

一
こ
　
一
月

木
手
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
宛

（二
）



甲
斐
守
殿

へ
の
年
賀
、
更
に
は
正
徳
四
年

（
一
七

一
四
）
松
平
美
濃
守
、
即
ち
柳
澤
吉
保

（甲
府
藩
主
）
葬
儀
の
折
、
日
退
師
自
身

が
出
座
し
、
そ
の
座
配
は
重
ん
ぜ
ら
れ
た
事
も

『営
山
日
記
控
』
に
見
え
る
。

立
正
寺
に
て
は
師
は
永
代
千
部
本
願
と
称
さ
れ
、
同
寺
に
記
念
の
石
碑
が
建
つ
。
宝
永
年
間

（五
年
仲
春
）
宗
祖
断
簡
、
伝
日
朗

聖
人
、
日
法
聖
人
両
断
簡
、
本
果
院
日
朝
聖
人
真
蹟
本
尊
等
多
く
の
表
装
修
復
を
行

っ
て
お
り
各
軸
装
に
自
筆
裏
書
き
が
認
め
ら
れ

る
。
什
物
に
於
い
て
は
宝
永
、
正
徳
年
中
南
獄
、
天
台
、
章
安
、
妙
槃
、
停
教
大
師
の
位
牌
修
復
、
征
夷
将
軍
武
運
長
久
牌
に
も
師

の
修
復
の
墨
書
が
残
る
。

日
退
師
は
立
正
寺
蔵
、
享
保
六
年

（
一
七
二
こ

一二
月
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
享
保
五
年

（
一
七
一
一〇
）
十
二
月
二
十
九
日
遷
化
さ

れ
在
山
十

一
年
と
記
さ
れ
る
。
宝
永
三
年
九
月
は
江
戸
大
地
震
、
宝
永
四
年
は
十
月
に
東
海
地
方
に
大
地
震
が
あ
り
甲
駿

（山
梨
、

静
岡
）
に
被
害
が
及
ん
だ
。
富
士
山
宝
永
山
噴
火
は
そ
の
直
後
十

一
月
二
十
六
日
の
事
で
あ
り
、
日
退
師
の
立
正
寺
在
山
中
は
自
然

災
害
の
甚
し
き
時
代
で
あ

っ
た
事
も
記
し
て
置
き
た
い
。

三
、
『甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
来
歴
』
の
意
義

日
退
師
は
同
書
巻
末
に

「旧
記
を
探
り
伝
説
を
尋
ね
て
筆
に
ま
か
せ
て
記
す
…
…
敢
て
軽
漫
す
る
こ
と
勿
れ
、
唯
是
れ
由
緒
を

廃
亡
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
の
み
」
と
記
し
そ
の
意
図
を
示
し
た
。
即
ち
伝
末
の
様
々
の
文
書
を
整
理
、
取
捨
選
択
し
史
実

と
伝
説
の
混
同
を
避
け
る
配
慮
を
し
宗
祖
行
化
の
年
代
等
は
各
説
を
併
記
し
て
示
し
て
い
る
。

記
述
に
は
出
典
を
示
し
、
実
在
の
本
尊
と
添
書
き
、
各
山
先
師
真
蹟
等
確
実
な
る
史
料
に
基
づ
く
客
観
性
を
具
備
し
今
日
に
出

典
史
料
が
多
数
現
存
す
る
事
実
を
指
摘
し
た
い
。



地
誌
、
地
政
学
に
も
意
を
用
い
古
歌
や
民
間
伝
承
、
古
地
名
の
引
用
、
幕
府
御
朱
印
や
武
家
文
書
の
引
用
な
ど
多
面
的
な
視
点

を
有
し
て
い
る
。

法
華
宗
に
勝
劣
、　
一
致
の
分
派
が
生
じ
た
状
況
を
示
し
、
休
息
立
正
寺
と
し
て
岡
宮
光
長
寺
、
身
延
山
の
両
山
と
の
交
渉
と
情

況
変
遷
、
そ
し
て
光
長
寺
派
と
分
派
の
理
由
は
敢
て
示
し
て
い
な
い
が
そ
の
経
緯
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

立
正
寺
開
創
よ
り
第
十
七
世
日
述
師
代
ま
で
寺
門
の
盛
衰
が
記
さ
れ
、　
一
致
派

（身
延
）
に
改
派
し
た
後
の
光
長
寺
派
と
の
確

執
と
身
延
派
に
所
属
し
た
後
の
険
し
い
歴
史
の
実
情
が
垣
間
見
え
る
。

聖
人
滅
後
最
初
に

一
代
記
の
休
裁
を
整
え
た
行
学
朝
師
の

『元
祖
化
導
記
』
は
別
と
し
て
当
書
は
日
省
師
の

『本
化
別
頭
高
祖

伝
』
貧

七
二
〇
）
以
前
に
著
さ
れ
て
お
り
宗
門
史
書
と
し
て
こ
れ
を
参
照
し
、
教
団
史
上
最
初
と
称
さ
れ
る
六
牙
院
日
潮
師

の

『本
化
別
頭
佛
祖
統
紀
』
貧

七
三

こ

に
朔
る
二
十
四
年
前
に
既
に
存
在
し
た
。
日
退
師
遷
化
の
享
保
五
年

（
一
七
一
一〇
）

冬
、
六
牙
日
潮
師
は
休
息
を
訪
れ
前
本
願

（日
退
師
）
報
恩
の
席
に
参
じ
た
。
そ
の
時
の
真
蹟
詩
文
が
現
存
し
当
山
が

『安
国

論
』
以
来
の
古
刹
で
あ
る
事
、
結
縁
が
で
き
た
事
が
記
さ
れ
る
。
東
西
に
古
記
を
求
め
た
潮
師
は
日
退
師
の

『立
正
寺
之
来

歴
』
を
閲
し
た
事
が
考
え
ら
れ

『仏
祖
統
紀
』
の
基
礎
史
料
と
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
『統
紀
』
に
は
中
老
十
八
祖
の

第

一
に
立
正
寺
が
挙
げ
ら
れ

「
日
法
上
人
伝
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

寺
歴
書
と
は
申
せ
こ
の

『来
歴
』
は
教
団
初
期
、
宗
祖
、
日
法
、
日
乗
聖
人
以
来
甲
駿
の
宗
門
の
動
向
を
み
る
江
戸
中
期
の

貴
重
史
料
と
言
え
る
。
ま
た
宗
祖
行
化
の
足
跡
四
箇
の
道
場
を
示
し
、
最
初
転
法
輪
の
地
の
意
義
を
明
か
し
特
に

『立
正
安
国

論
』
に
関
す
る
宗
祖
の
甲
斐
行
化
に
は
致
密
な
考
察
を
加
え
、
休
息
立
正
寺
が
宗
祖

『安
国
論
』
講
演
の
初
転
法
輪
の
霊
地
な

る
事
を
強
調
し
て
い
る
。

木
呆
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
九

（二
）



《付
記
》

本
書
は
宝
永
年
間
、
江
戸
中
期
の
文
書
で
日
退
師
が
整
然
と
楷
書
に
近
い
文
字
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
に
使
用
さ
れ
た

文
字
の
中
に
難
字
が
あ
り
、
訓
点
入
り
の
文
章
で
難
読
箇
所
も
あ
る
。
原
書
に
従
い
忠
実
に
写
し
た
が
、
活
字
化
す
る
に
際
し
難
字

は

『漢
字
源
』
所
収
の
文
字
に
て
表
現
す
る
こ
と
と
し
、
割
書
き

（割
注
）
の
部
分
に
施
さ
れ
た
細
字
の
訓
点
は
表
記
が
繁
雑
と
な

る
た
め
こ
れ
を
避
け
後
に
付
し
た
読
み
下
し
文
に
て
表
現
さ
せ
て
頂
く
事
と
し
た
。
な
お
原
文
の
訓
点
に
従
い
読
み
下
し
文
を
付
し

た
が
明
ら
か
な
誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
み
是
を
意
の
通
る
読
み
方
と
し
て
表
記
し
た
。
行
数
は
原
文
の
方
は
忠
実
に
写
し
た
。
読

み
下
し
文
に
は
行
の
長
短
が
生
じ
た
。

な
お
同
書
所
蔵
者
で
あ
る
甲
州
市
休
息
山
立
正
寺
現
住
職
、
岩
佐
宣
寿
師
の
了
解
を
頂
き
原
文
等
を
記
載
さ
せ
て
頂
く
も
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

◎
　
書
誌
略
記

・
題
名
…
甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴
　
・
筆
者
…
休
息
山
立
正
寺
第
二
十
六
世
己
心
院
日
退
　
・
外
題
…
休
息
山
立
正
寺
之
由

緒

（金
紙
題
察
墨
圭
こ
　

ｏ
内
題
…
甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴
　
・
奥
書
…
有

（本
人
、
加
筆
は
本
文
参
照
）

ｏ
年
号
…
宝
永
三

年
五
月
良
日
　
・
訓
点
…
有

笙
生筆
、
固
有
名
に
朱
筆
縦
線
）

・
界
線
…
有

（押
界
）

・
印
記
…
無
　
・
花
押
…
有

（己
心
院
日

退
）

・
伝
存
…
山
梨
県
甲
州
市
休
息
山
立
正
寺

倉
死
存
）

・
表
紙
…
有

（紙
）

。
見
返
…
箔
散

シ

（破
損
有
）

・
軸
…
有

（木
）

・
軸
先
　
缶
〔　
・
紐
…
有

（茶
）

・
紙
数
…
全
五
紙
　
・
紙
色
…
白
　
ｏ
本
紙
法
量
…
縦
三
四

・
四

ｃｍ
×
横
四
三
二

・

八

ｃｍ
　
・
紙
背
文
書
…
無
　
・
継
目
印
…
無



甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴

〈原
文
〉

一　
往
古
営
寺
ハ具
言
家

一
流
ノ
之
棟
梁
也
霊
験
ノ地
蔵
大
士
ァ
テ

大
二利
茸り安
産
一國
人
弥
敬
シ
士
女
坂
湊
ス世
奉
テ呼
一ァ日
ウ
子
安
地
蔵
一卜実

髄
雌
戟
牡
権
齢
移
難
敷
代
澤
茸於
博
學
多
才
ノ之
秀
登
↓為
二住

持
一卜也
門
徒
伏
メ仰
僧
坊
亦
多
シ
ワ
世
ひ
詢
呼
二
子
安
千
坊
一卜繋
花
ナ
ルー
可
レ

知
ル臭
亦
今
ノ境
外
遥
二隔
テ大
門
渡
場
柘
相
畠
舞
墓
畠
等
所

々
奮
跡
ァリ往
古
ノ境
地
廣
悔
郷
難
獅劃晶姑硼誅跡干
時
文
永
ノ掘
ァヒ

五
口
ヵ祖
日
蓮
大
士
適
く
欲
”篤
ント
山
居
一入
コ
干
営
國
一末
二
至
子
フ斯
ノ依
一二地
蔵
堂
ノ
之

側
ヱ
有
二盤
石
一安
坐
休
息
シ
即
四
箇
ノ名
言
ヲ
ハ高
啓
二唱
題
シ祈
到
天
下
太
平

國
土
安
穏
↓講
二談
子
フ立
正
安
國
論
↓絡
素
貴
賤
群
集
シ
厠
聴
ス謗
ス
ル者
ノ
ハ多
ク

信
ス
ル者
ノ
ハ少
シ偶
く
信
ス
ル者
ノ
モ機
生
フメ尚
未
ダ
熟
也
是
則
高
祖
営
國
行
化
ノ

日^取如羅世
降肌犠劇絲線樹踪期故腔鉢鳩舵駆願柵也

一　

宗
祖
身
延
入
山
之
後
営
茸
千
三
年
一建
治
第
二
丙
子
ノ年
宗
祖
ノ
之

直
弟
中
老
和
泉
阿
閣
梨
公
日
法
聖
人
欲
フ
慕
一安
國
ノ
講
場
↓

博
韓
卜
立
正
ノ法
流
レ

ｏ
末
テ應
立真
門
ノ寺
主
一主

一
こ
見
テ歎
メ
日
ク於
戯
先
師
石
上
ノ講
説
今

木
子
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
宛

（
二
）



猶
ヲ在
コ
耳
ノ底
一公
ノ之
芳
訊
賞
二是
レ宿
植
徳
本
ノ之

謂

也
欺
公
篤
メ
ニ

重
テ而
講
セ
ョト
弓
公
随
一一喜
シ其
ノ請
益
↓再
ヒ演
ウ
此
ノ論
↓寺
主
熟
聴
シ
嚢
露

沸
泣
単

一
心
．バ
ロ
掌
ス
ｏ

受
ン法
ヲ於
法
師
一而
信
伏
随
従
シ
即
典
二法
公
一倶
二登
コ

速

ニ

延
山
一封
二向
メ高
祖
一礼
拝
合
掌
シ欽
ヒ
唱
↓
吾
ヵ師
日
蓮
聖
人
一卜改
悔
コ奮
執
↓

師
讃
Ｊ善
哉
一即
稀
弓
我
弟
子
日
乗
一卜説
法
教
誠
也
乗
慣
テ頂
祀
シ
乃
シ

寄
群
我
ヵ寺
院
ヲ於
法
公
一専
弘
ント
此
ノ経
↓登
誓
メ而
去
ン
ヌ則
還
茸我
精
舎
一改
車本

尊
↓
且
ッ仰
三
口
ヵ師
元
祖
日
蓮
聖
人
第
二
祖
ノ師
開
基
日
法
聖
人
一卜是
則

師
資
相
承
こ
也
依
レ之
後
代
列
フ
日
乗
ヲ於
第
三
祖
一篤
コ草
創
ノ本
願
卦
実

鞣
麟
鵠
猷
御
即
鯛
靭
郎
卵
又
日
乗
謂
斬法
公
彗
百
ク請
刻
二膠
記
祖
之

御
影
↓法
公
即
自
ラ刻
”之
安
置
コ
干
堂
一
騨
確
高
祖
入
滅
ノ後
ハ者

御
影
講
二執
二行
フト
児
ノ舞
づ法
柴
セ
リ実

鵠
』
舶
雌
綜
蒙
鵬
観
識
聰
噺
故
訓

譲優
又
改
ユ寺
山
号
↓韻釧帳峙馳競杯酸醐響
局
祖
休
息
ノ之
虎
ナレハ

山
ヲ号
フ休
息
一安
國
論
講
ノ之
．な
む
ヲ号
ン
立
正
一卜級
働
粒
虹
販
躙
辮
肝
然

動
政
掴
型
・ム是
亦
建
三

乗
ノ精
舎
ヲ於
國
ノ
之
艮
位
一以
茸論
題
↓安
虫
ル「
干

寺
琥
塾
皿
Ю
則
卦ル三
國
守
護
國
家
ノ之
道
場
一者
ノカ欺
宗
祖
ノ一面
ク佛
法
ノ

住
虎
ハ鬼
門
ノ方
．ビ
一國
共
一一立
ット
也
一ム云
是
則
代
々
相
承
メ祈
り
千
国
家

安
寧
↓例
年
正
月
五
日
．ス
掛
シ於
霊
賓
ヲ本
堂
一闘
徒
抽
斬
ハ千
丹
誠
↓祈

誓
ス実
須
″知
宗
祖
安
坐
休
息
メ専
ラ祈
コ下
Ｚ
天
下
太
平
國
土
安
隠
↓

山
号
ヲ或
ハ

一不
一子
安

山
理
云



故
二宗
祖
天
下
御
祈
蒔
之
奮
跡
　
也
是
ノ故
二従
コ年
始
ノ朝
一夕至
コ歳
未
ノ

タ
確
鎮
二致
コ「
祈
誓
↓既
二是
レ年
久
シ也
凡
ソ宗
祖
休
息
ョリ
已
末
夕
至
コ今
年
一

四
百
有
三
十
三
年
こ
也
権
門
改
宗
已
後
至
コ今
年
一
四
百
三
十

一

年
こ
也
乗
公
四
十
九
歳
．ラ
授
法
弘
法
三
十
五
年
延
慶
三
庚
成
年

遷
化
γ
実
星
霜
八
十
有
三
焉
爾
末
至
二今
年
Ｌ
一百
九
十
七
年
こ

也営
寺
往
古
ハ自
二今
ノ
地
一四
町
南
．ラ
リ
七
祖
日
朝
移
一
り
此
虎
一朝
自
ラ植
二へ

萬
木
″於
四
方
〓毎
電
植
ル誦
コト自
我
掲

一
反
Ｌ
云
佛
閣
神
社
方
丈
坊
舎

悉
ク建
立
ス
ルカ故
二為
立
中
興
開
基
一卜実
蓋
シ古
東
大
小
僧
坊
雖
レ多
レ之
縮
メ
テ

定
二
十
二
房
↓也
引
二移
スヵ
地
↓故
二営
寺
ヲ云
一新
立
正
寺
一卜彼
旧
寺
ヲ云
″本
立

正
寺
卦干
姦
松
子
丸
亀
壽
丸
卜
云
フ兒
子
ァリ有
ル
聖
人

鵬
知
腱
綱
賄
班
識
乎

亀
壽
丸
．五
（↓
漫
荼
羅
菫
呈
本
立
正
寺
亀
壽
丸
殿
一卜是
則
新
本

立
名
ノ證
虎
こ
也
八
世
日
饒
嫌
一
干
寺
琥
紛
爾
↓
ルー
本
立
正
寺
ノ之
正
ノ字
ヲ

鋼
略
ノ名
勁本
立
寺
卦
新
ノ字
亦
夕閥
ノ如
彰古
末
一呼
ウ
立
正
寺
一卜也
従
コ
日
朝
・

ｏ
第
十
七
世
日
述
一代
々
兼
職
ス実
然
ル
ニ日
述
代
二登
心
者
ァリ
冷
ア
之
守
彰本

立
寺
↓而
ノ後
属
”他
二紅
フ
リ
六
十
有
餘
年
↓棋
鵬
剛
請
楼
略
知
子
時
元
禄

第
四
巳
未
年
二
十
二
代
日
観
訴
ン是
ヲ於
公
場
一得
コ「
勝
利
↓疾
シ
因
レ姦

日
観
更
二在
茸
千
別
職
一改
テ而
定
一一立
正
寺
ノ末
寺
一也

木
暴
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
宛

（二
）



営
寺
卜
典
二駿
州
岡
宮
光
長
寺
一倶
二日
法
師
ノ
開
聞
．ラ
而
両

一
寺
こ
也

亦
則
中
老

一
葉

一
門
派
ノ之
首
こ
実
中
興
日
朝
兼
二於
光
長
寺
ノ職
↓

両
寺
悉
ク建
立
ス也
然
ル
ニ日
朝
盛
ヵ
ン
ニ宣
茸本
勝
述
劣
ノ之
義
づ洛
陽
本
能
寺

開
基
日
隆
卜
一
味
同
心
メ弘
通
東
西
朝
ハ東
隆
ハ西
互
二諾
γ
実
長
禄
寛

正
ノ
比
ァ
ヒ専
払
レ之
（
末
休
岡
両
山
門
流
倶
二敵
虫
干
延
山
一二也
実
博
聞
ク

曾
式
ノ見
舞
黎
民
歌
テ
曰
ク身
延
法
華
休
息
法
華
卜
一ム云
然
二天
正

年
中
営
寺
炎
焼
之
節
依
斬十
二
世
日
業
ノ遺
言
一十
三
世
日
定
代
二販
コ

伏
ス
一
致
ノを不
派
．預
詣
凡
ソ立
動‐
勝
劣
ノ宗
派
↓従
レ朝
至
レ業
百
五
十
有
餘
年
こ

也

雌
卿
湿
姉
通一触
雛
畝
都
壇
輪
　
抑
く
日
朝
ハ営
虎
ノ出
生
ノ之
人
こ
也
両
寺

兼
職
凡
ソ
四
十
八
年
一フ
而
於
茸営
寺
↓化
貿
焉
遺
言
二日
ク蓋
未
末
際
護
二

持
シ
妙
法
↓可
嘘卜築
■
口ヵ
廟
ヲ於
鬼
門
ノ方
一則
境
内
林
ノ艮
位
二立
”廟
ヲ也

鳴
呼
日
朝

一
何
ンゾ
誤
レ
ル乎

第
十
二
日
業
代
於
茸
田
野
一勝
頼
公
生
害
ノ
之
時
天
正
十
壬
午
ノ年

三
月
三
日
辰
ノ刻
遭
茸
千
乱
火
一二七
堂
伽
藍
鐘
棋
鼓
棋
等
方
丈

坊
舎

一
時
二焚
焼
シ為
り郊
原
ノ地
一也
往
古
有
来
ノ佛
像
経
巻
祖
師
ノ

霊
賓
法
乗
両
師
井
二歴
代
ノ
本
尊
朱
印
黒
印
古
末
ノ筆
記

弥
財
等
皆
悉
亡
失
こ
営
寺
ノ
之
重
賓
是
時
廃
レリ焉
日
業

不
レ惜
二身
命
一飛
二
入
テ火
中
言
不
祖
ノ尊
影
卜
典
二大
霊
賓

一
幅
一抱
”之



逃
ヶ去
ンヌ
干
姦
音
ナ
ル哉
宗
祖
金
地
ノ漫
茶
羅
大
蔵
卿
ツ之
筆
宗
祖

開
眼
番
神
ノ之
蓋
像
不
レ損
二

毛
一灰
中
．ラ
リ賞
是
可
”
謂
フ火
中
ノ之

蓮
花
卜実
爾
末
金
地
ノ本
尊
名
テ
日
翌
日
蓮
華
ノ本
尊
一卜也
日
業

情
＜
案
スナ
リ営
寺
再
興
セ
ンー
不
レ堪
二我
ヵ力
ｏ雖
囃欲
稼
卜
販
二依
ノ
一
致
一而
方
二相
績
量
ント年

漸
ク衰
老
メ而
遂
二未
”
果
二其
ノ
願
一天
正
十
九
辛
卯
ノ年
正
月
三
日
二化
貿

焉
臨
茸終
焉
ノ時
一集
弓
付
弟
賞
修
院
日
定
井
二大
衆
↓念
願
ノ』日

趣
精
ク遺
誠
セ
リ実
依
レ之
同
年
同
月
速
．逓
過
二寺
僧
正
覺
房
本

妙
房
両
使
ヲ於
延
山
日
新
聖
人
ノ之
許
■
新
師
稽
美
讃
歎
シ慇
懃

鄭
重
．ラ
而
即
事
報
ァリ
謂
テ被
レ任
一
両
僧
ヲ於
結
集
院
主
一各
ノ賜
力
干
漫
茶

羅
↓麺幹財仰待剌飾報な
一正毅動新節筋継秒働
　
又
十
二
房
二賜
ウ欝

多
羅
依
十
二
條
↓也
是
則

一
致
改
派
ノ之
印
也

卑
勝

劣
不
韓
ノ

之
道
俗
懐
卦
於
唄
恨
↓未
寺
檀
那
多
ク違
背
ス焉
日
定
道
心

堅
固
．ラ
而
専
遊
■

致
ノ諸
門
一再
ヒ建
一一立
ノ営
寺
↓達
コ
ル千
先
師
日

業
ノ之
遺
誠
一者
こ
也

一
致
改
派
ョリ今
年
マテ
一
百
六
年
こ
也

天
正
十
九
年
二
月
従
二　
東
照
宮
一営
寺
方
丈
坊
中
諸
役
免
許

井
二就
二身
延
販
伏
．蔽
獅
古
末
十
二
房
ノ之
外
二更
一三
ハ
房
跡
寄
附

等

ノ
之

芳

墨

被

レ
成

″
下

之

づ
也

　

訊
に
防
晰
鍛
繭
名
金
七
殿
随
仰
第
二

百

［被
下

一
紙
至
今
有
央

爾
末
新
古
都
テ
而
十
八
房
こ
也
其
中
二従
レ
勝
ル
ニ或
ハ従
一由
緒
有
型
之
澤
茸

木
系
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
宛

（二
）



坊
舎
六
軒
↓相
二定
是
於
役
坊
一令
ユ
門
中
ノ衆
義
ヲノ評
二定
セ
之
↓也
又
同
第

二
十
壬
辰
ノ年
　
蚊
啓

一月
制
札
頂
二戴
ス之
↓也

先
年
訛
火
ノ之
後
坂
二伏
ノ
ヨ型

致
ノ
門
派
一已
来
夕自
二新
師
一至
二軋
師
・

四
代
ノ之
間
蒙
コ
芳
恵
づ而
相
二績
スルカ営
寺
↓故
二従
コ
延
山
一
〇雖
一
欲
”篤
ント
末
寺
一往

覆
及
輌
卜
再
三
卜儀
然
ト
メ営
寺
ハ者
高
祖
休
息
安
國
講
談
ノ之
霊
地

中
老

一
葉
法
公
門
派
ノ
之
警
．ラ
而
改
宗
ョリ
已
来
夕
〓
一百
四
十
餘
年
ノ之

間

一
本
寺
ナ
ルカ故
員
俗
倶
二嗽
テ
不
レ承
レ之
然
以
三
四
代
ノ芳
恵
賞
二難
珠
ヲ

黙
止
一故
二若
末
寺
ノ之
儀
式
諸
役
免
許
γ
如
彰古
来
一ノ篤
■

本
寺
ノ之

格
式
↓者
亦
可
ント
相
随
″也
依
レ之
乾
師
並
二大
衆
同
”啓
日
ク有
茸
ルノ由
緒
・

之
霊
場
．フ
而
格
別
ノ
之
奮
跡
こ
也
取
モ
可
”卜
任
二其
ノリ星
互
二領
ル
深
ク諾
ノ則
慶
長

七
壬
寅
ノ年
三
月
第
十
四
世
性
善
院
日
應
井
二衆
徒
檀
越

一
味
同

心
．フ
而
終
二篤
サ
ル末
寺
分
一卜也
即
時
二乾
師
賜
ウ諸
役
免
許
ノ之

一
紙
↓也
ホ
来

至
二今
年
一八
十
有
五
年
こ
也

酸
焙
娃
焼一が
円
鬱
難
効
帥
鉾
神
々
絆
一是二
亦
夕
難
時

ｏ忘
ル奮
執
一信
福
ノ
檀
越
却
テ而
違
背
⊇
則
．構
三

宇
↓琥
″安
國
山
立
正
寺
一ト

嵐
針
岡
宮
ノ末
寺
一卜怨
立
ルー
干
営
寺
一至
レ今
不
レ止
実

勅
幌
計
稽
棚
磁

慶
長
十
乙
巳
ノ年
七
月
性
善
院
日
應
適
く
北男
テ
干
延
山
一封
二向
ノ営

貫
主
日
遠
師
一日
ク先
年
既
二篤
サ
ル延
山
ノ末
寺
分
一卜願
ハ篤
二被
”
ョ授
一一典
セ常
住

甚
タ

本
尊
↓実
遠
師
ｏ
感
心
シ
即
應
メ而
授
一一典
メ
〓
一牧
績
ノ
之
本
尊
↓
日
ク其
ノ寺



由
緒
有
りヵ
之
故
一三

本
寺
ノ
之
格
式
こ
也
依
レ之
先
年
已
二役
儀
宥
恕
セリ

是
故
今
所
”典
フ本
尊
亦
夕
不
以
卜
安
一末
寺
ノ之
言
一ヲ也
一ム云
後
ノ
職
遅
師

授
典
ノ之
形
模
亦
則
無
″末
寺
ノ〓
Ｆ
実
是
正
ク守
型

本
寺
ノ之
格

式
↓明
證
こ也
現二椰

予
ヵ
謂

劣
法
改
派
卜
興
二本
末
約
諾
一既
是
成
生
一ヲ所
”
願
本
尊
最
モ是
レ其
ノ初
こ
也

常
ノ途
古
末
ノ末
寺
本
尊
安
コ
ルコ
未
寺
ノ之
二
字
↓正
二是
レ
一
幅
ノ篤
ほ
要
卜
況
ャ
於
彰ャ今
寺
一

不
ほ
可
レ
不
レ安
二其
ノ善Ｆ
耶
干
然
闘
二如
スル八
之
↓即
是
顕
三

本
寺
ノ之
格
↓也
其
ノ格

至
哉

先
年
ノ之
炎
焼
井
二宗
派
販
伏
ノ
之
後
日
二及
ふ
り朽
邁
一也
然
ル
ニ亦
元
和

元
乙
卯
ノ年
三
月
六
日
第
十
五
世
日
芳
自
得
二火
災
づ衰
微

増
く
至
レリ
再
ヒ
不
レ堪
レ造
二螢
ス
ル
ニ之
↓聞
徒
忙
然
り
懐
″憂
而
已
衆
嘆
テ
日
ク鳴

呼
滅
亡
時
至
レ
ルタ
ト
乎
卑
テ
岡
宮
小
林
等
ノ奮
執
ノ員
俗
乗
茸斯
ノ費
一

永
ク欲
”令
ント
営
寺
ヲメ於
破
廃
一セ而
大
二敵
営
ス実
ホ
時
従
コ
延
山
被
”加
一一典
力
↓

翻
優
勲
鰤
貶
峨
加
姫
胡
効
師
亦
従
コ隠
士
日
遠
師
一賜
ウ懇
篤
ノ直
書
づ

横
午
因
レ之
漸
ク
再
興
γ
焉
ホ
末
至
二今
年
一七
十
有
二
年
也

慶
長
二
巳
丑
ノ年
八
月
第
十
七
世
日
述
蒙
コ営
寺
領
十
八
石

六
斗
井
二寺
中
山
林
竹
木
諸
役
免
許
ノ之
旨
↓従
二大
猷
院
殿
・

御
朱
印
頂
二戴
ス之
↓也

木
♀
院
曰
朝
聖
人
に
関
す
る
研
宛

（二
）



営
寺
ハ者
雖
レ篤
ツト
延
山
末
派
一有
りヵ
由
緒
一故
二役
儀
免
除
．フ
而

一
本
寺
ノ之
格

式
こ
也
其
旨
如
”向
一
ノ依
け之
二不
レ改
二往
古
ノ之
寺
法
↓祖
師
會
正
日
二執
二行
之
・

四
箇
ノ大
會
年
中
行
事
等
皆
如
彰古
法
″修
レ之
坊
張
律
師
院
主

日
琥
ノ
之
官
職
亦
如
彰奮
式
一補
二任
ス之
↓延
山
ノ僧
衆
卜
興
二営
山
ノ徒
衆
一曾

〈
ロ
ノ
座
配
ハ年
老
次
第
二定
」之
フ住
持
ハ請
一干
延
山
一或
ハ復
述
”
願
ヲ也
年
始

継
目
等
ノ之
程
式
随
ウ時
ノ
〓
一也
登
山
井
二虎
々
ノ會
席
色
衣
紋

白
著
以之
相鋼勅疎薩勁憮肋整勢絲嬰
身
延
門
中
回
章
ハ蒙
二別

章

贔
請
褪
鰤

弘
通
勘
奨
ノ
之
時

ハ任
二
先
判
一申
二
受
ク
許
状
↓
也
已
上

予
素
文
質
筆
藝
並
二乖
ヶ
り
達
者
モ亦
無
シ
我
レ今
勢
ン由
緒
ノ之
慶
， ‐
ヲ

柳
ヵ
探
コ奮
記
一潜
ヵ
二尋
軒
博
説
↓信
号
筆
二記
ス焉
嗽
テ勿
ル軽
漫
電
ルη
唯
是
レ欲
は
ルく

令
Ｊ由
緒
↓不
輌
廃
亡
量
而
已

維
時

賓
永
第
三
龍
集
丙
成
年
五
月
良
日

第

二
十
六
世

己
心
院日
退
　
　
花
押

昔
日
休
息

小
室
呼
斬千

雨
山
づ
日
フ東

大
坊
西
大
坊
一ト

也



追
加

高

祖

未

二
至

主

フ
干

斯

一
時

節

ラ
イ

Ｔ

者

或

ハ
云

二
入

國

ノ
其

ノ
年

一
或

ハ
云

二
其

ノ
翌

年

一
或

ハ
云

二
入

帥

〕
已

ユ型

皆
是
博
説
こ
未
決
更
詳

高
祖
営
虎
御
休
息
之
日
敷
ヲイ
Ｔ
者
或
ハ云
Ｌ
一夜
三
日
一或
ハ云
三

七
日
一或
ハ又
云
二唯

一
日
・

或
又
云
二幾
日
卜
云
フ其
ノ敷
ヲ
不
疇
知
亦
皆
博
説
こ
未
決
更
詳

或
人
日
ク行
化
最
初
卜
者
高
祖
子

斯

未
至
子
７
若
身
延
入
山
ノ之
後
者
最
初
ノ之

言
未
審
卜
一ム一ム
。
予
ハ謂
ク
最
初
卜
者
安
國
論
御
講
即
是
営
國
ノ最
初
こ
焉
全
ク

不
は論
二身
延
入
山
ノ之
前
後
↓也
凡
ソ高
祖
虎
々
ノ
遊
歴
須
夫
ノ之
間
ヲモ豊
一丘
３
ヤ
行
化
・

耶
然
今
此
虎
ヲ名
動η
ハ最
初
一者
正
ク依
コ
千
安
國
論
御
講
ノ之
道
場
一者
こ
也
抑
く
安
國

論
ハ高
祖
行
化
ノ之
秘
要
ナ
ルー
是
レ勿
論
こ
也
師
入
茸
子
営
國
一於
茸ヵ
何
レ
ノ虎
一初
テ講
一
ルヤ
於

此
ノ論
↓耶
更
．症
ダ
別
虎
一故
今
最
初
卜
云
入
者
唯
是
在
動安
國
論
御
講
一者
欺
因
レ姦
レ
ニ乗
公

改
宗
ノ之
時
山
卜
典
レ寺
倶
二改
３其
ノ号
↓稀
コ休
息
山
立
正
安
國
寺
一卜即
是
其
ノ
證
こ

也
例
セ
ハ如
”名
彰
ルカ
比
器
ヵ谷
妙
本
寺
最
初
韓
法
輪
ノ之
地
一卜也
何
者
宗
旨
建
立
行

化
ノ
之
初
ハ房
州
清
澄
寺
こ
也
自
来
夕
西
條
花
房
小
湊
奥
津
笠
森
須

田
藻
原
等
惣
メ而
房
州
上
総
下
総
武
蔵
相
模
経
”
五
箇
國
一虎
々
二行

木
暴
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
児

（二
）



化
シ
尚
至
コ
千
鎌
倉

一住
ン
松
葉
ヵ
谷
ノ
之
小
庵
一而
行
化
伴
７
最
甚
シ実
干
然
ル
ニ安
囲
論
ノ

之
御
製
作
既
成
り
所
り
入
ル
比
器
ノ
大
學
三
郎
殿
之

一
覧
一．正
ク
因
茸
斯
ノ
縁
・

終
二販
伏
ノ
而
被
”
附
二
地
ヲ於
高
祖
一今
ノ
妙
本
寺
是
也
是
則
宗
旨
建
立
ョ
リ
来
タ

安
國
論
行
化
ノ
之
最
初
こ
也
依
テ
而
名
テ
構
立
高
祖
最
初
韓
法
輪
ノ
之
地
一篤

四
箇
ノ
之
道
場
ノ
随

一
こ
実
既
是
房
州
已
来
虎
々
遊
歴
ノ
之
後
こ
也
岬

然
レ
ハ則
吾
山
モ亦
是
レ
営
國
最
初
韓
法
輪
ノ
之
霊
地
ナ
ルー
亦
誰
ヵ
疑
”
之
賢
者

准
知
セ
ョ焉

営
山
末
寺
赤
尾
村
法
蓮
寺
之
由
緒

法
蓮
寺
ハ者
高
祖
大
士
御

一
宿
ノ之
奮
跡
こ
也
原
此
ノ寺
ノ之
在
虎
ハ黒
川
村
こ
也
往
昔
此
ノ虎

永
久
法
蓮
卜
云
者
ァリ
博
二日
立夫
婦
一卜或
ハ又
云
ン
兄
弟
卦焉
然
ル
ニ高
祖
山
家
遊
歴
ノ之
時

一
至
コ
此
村
一宿
ヲ

寄
群
彼
レヵ家
一而
行
化
ス焉
家
主
二
人
仰
テ信
シ伏
メ
帰
ス終
二蒙
コ化
益
↓建
一一立
三

宇
づ以
斬我
ヵ
屋
敷
づ

即
為
虫其
ノ地
一卜亦
則
家
主
ヵ
之
法
名
呼
け之
名
ヲ橋
▼永
久
山
法
蓮
寺
卦実
黒
川
ハ元
是
レ金

山
こ
也
山
及
一一衰
微
一之
後
彼
ノ寺
ヲ移
虫
干
赤
尾
一即
今
ノ之
法
蓮
寺
是
こ
也
博
聞
ク黒
川
ノ

古
跡
．ス
高
祖
御
腰
懸
石
有
外
之

一
云
ム

即
時

休
息
二
十
六
世日
退
誌



甲
陽
休
息
山
立
正
寺
之
末
歴

金
み
下
し
３

往
古
営
寺

ハ
具
言
家

一
流
ノ
棟
梁
也
　
霊
験
ノ
地
蔵
大
士
ア
ッ
テ

大
二
安
産
二
利
ア
リ
國
人
珍
敬
シ
士
女
帰
湊
ス
世
撃
ゲ
テ
呼
ビ
テ
子
安
地
蔵
卜
日
フ

艶
講
彰
数
社
ノレ今
〓
旺
御
散
二置
黙
ラ
ズ
　
敷
代
博
學
多
才
ノ
秀
登
ヲ
幣
ビ
テ
住
持
卜
為
ス
也

門
徒
伏
仰
シ
テ
僧
坊
亦
多
シ
世
人
皆
子
安
千
坊
卜
呼
ブ
　
繁
花
ナ
ル
事

知
ル
ベ
シ
　
亦
今
ノ
境
外
遥
カ
ニ
隔
テ
テ
大
門
渡
場
、
柘
楷
畠
、
舞
墓
畠
等

所
々
奮
跡
ア
リ
往
古
ノ
境
地
廣
博
ナ
ル
事
察
セ
ヨ
　
獅
動
晶
“
砧
″
謝
林
姉
外
側
　
時
二
文
永
バ
順

吾
ガ
祖
日
蓮
大
士
適
々
山
居
篤
サ
ン
ト
欲
シ
テ
営
國
二
入
り
斯
ノ
所
二
末
至
シ
給
フ

地
蔵
堂
ノ
側
二
盤
石
有
り
安
坐
休
息
シ
即
チ
四
箇
ノ
名
言
ヲ
バ
高
啓
二
唱
題
シ
天
下
太
平

國
土
安
隠
ヲ
祈
り
立
正
安
國
論
ヲ
講
談
シ
給
フ
　
絡
素
貴
賤
群
衆
シ
厠
聴
ス
　
謗
ズ
ル
者
ハ

多
ク
信
ス
ル
者

ハ
少
シ
偶
々
信
ズ
ル
者
モ
機
生
ニ
シ
テ
尚
未
ダ
熟
サ
ズ
也
　
是
レ
則
チ
高
祖

営
國
行
化
ノ
最
初
也
　
衿
訛
城
膨
琳
縄
謝
朴
二日
れ
な
卸
安
赳
林
胡
ノ、ノ犠
対
ル
郷ノヾ
舶
ル
則
ぼ
け
日
フ
也

宗
祖
身
延
入
山
之
後
三
年
二
営
リ
テ
建
治
第
二
丙
子
ノ
年
宗
祖
ノ

直
弟
中
老
和
泉
阿
閣
梨
公
日
法
聖
人
、
安
國
ノ
講
場
ヲ
慕
ヒ
立
正
ノ
法
流
ヲ
博

ヘ
ン
ト

欲
シ
テ
末
リ
テ
真
門
ノ
寺
主
二
應
ズ
　
主

一
タ
ビ
見
テ
歎
ジ
テ
日
ク
於
戯
先
師
石
上
ノ

講
説
、
今
猶
耳
ノ
底
二
在
り
公
ノ
芳
訊
、
賞
二
是
レ
宿
植
徳
本
之
謂
ナ
ル
カ
　
公
篤
ニ

木
暴
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究

（二
）



重
ネ
テ
講
ゼ
ヨ
ト
　
公
共
ノ
請
益
ヲ
随
喜
シ
再
ビ
此
ノ
論
ヲ
演
ブ
　
寺
主
熟
聴
シ
装
露

沸
泣
シ
テ

一
心
二
合
掌
ス
　
速
ヤ
カ
ニ
法
ヲ
法
師
二
受
ケ
信
伏
随
従
シ
即
チ
法
公
卜
倶
ニ

延
山
二
登
り
高
祖
二
封
向
シ
テ
礼
拝
合
掌
シ
欽
ビ
テ
吾
ガ
師
日
蓮
聖
人
卜
唱
ヘ
テ
奮
執
ヲ

改
悔
ス
　
師
善
哉
卜
讃
メ
即
チ
我
ガ
弟
子
日
乗
卜
構
シ
テ
説
法
教
誠
シ
給
フ
也
　
乗
慣
ミ
テ

頂
謹
シ
乃
シ
我
ガ
寺
院
ヲ
法
公
二
寄
セ
テ
専
ラ
此
ノ
経
ヲ
弘
メ
ン
ト
装
誓
シ
テ
去
ン
ヌ

則
チ
我
ガ
精
舎
二
還
リ
テ
本
尊
ヲ
改
メ
又
且
ツ
吾
力
師
元
祖
日
蓮
聖
人
、
第
二
祖
ノ
師

日
法
聖
人
卜
仰
ギ
テ
是
レ
則
チ
師
資
相
承
也
　
之
二
依
リ
テ
後
代
日
乗
ヲ
第
三
祖
二
列

シ
テ
草
創
ノ
本
願
卜
篤
ス

鞣
麟
ノ、ヲ試
邸
側
蜻
ノヽ梨
い
焉
慇
疇
一（
一Ⅷ
　
又
日
乗
、
法
公
二
謂
ヒ
テ
言
ハ
ク
高
祖
ノ
御
影
ヲ
刻
彫
セ
ン
事
ヲ

請
フ
　
法
公
即
チ
自
ラ
之
ヲ
刻
シ
堂
二
安
置
ス
騨
確
ス
　
高
祖
入
滅
ノ
後

ハ

御
影
講
二
児
ノ
舞
ヲ
執
り
行
フ
ト
法
槃
セ
リ
　
醍
時ノ、新
セノ、膳
Ｔ
時
自
り
児
舞
執
り
行
フ
ガ
故
也

り
舞
墓
跡
今

ハ
畠
ナ
リ
則
チ
呼
ビ
テ

診
嘔
善ワ
也
　
又
寺
山
号
ヲ
改
ム
　
鎮
剛
蛇
膳
紬
器
吟
ノ、明
け
議
ガ
リ
地
云
　
高
祖
休
息
ノ
虎
ナ
レ
バ
　
　
　
　
　
＊

山
号
ヲ
或
ハ

山
ヲ
株
苫
思
卜
号
）シ
テ
牛
論
岬
論
識
ノ̈
惧
″ナ
レ
バ
寺
ヲ
立
正
卜
鷺
″ク

級
七二
祖ノヽ
性
虹
臓
卵
詩
卦
動
形
然
セ
一　
　
　
　
　
一
対
剌
料

崚
翔
効
位
証
詩
　
是
亦

一
乗
ノ
精
舎
ヲ
國
ノ
艮
位
二
建
テ
論
題
ヲ
以
テ
寺
琥
二
安
ズ
ル
事

蓋
シ
是
レ
三
國
守
護
國
家
之
道
場
二
則
ト
ル
者
力
　
を示
祖
ノ
言
ク
佛
法
ノ

住
虎

ハ
鬼
門
ノ
方
二
三
國
共
二
立
ツ
ト
也
云
云
　
是
レ
則
チ
代
々
相
承
シ
テ
国
家
安
寧
ヲ

祈
ル
　
例
年
正
月
五
日
ニ
ハ
霊
賓
ヲ
本
堂
二
掛
ケ
聞
徒
丹
誠
ヲ
抽
テ
ハ
祈
誓
ス

須
ラ
ク
知
ル
ベ
シ
宗
祖
安
坐
休
息
シ
テ
専
ラ
天
下
太
平
國
土
安
隠
ヲ
祈
り
給
フ
ガ
故
ニ



宗
祖
天
下
御
祈
蒔
之
奮
跡
ナ
ル
也
　
是
ノ
故
二
年
始
ノ
朝
従
り
歳
末
ノ
タ
ベ
ニ
至
リ

鎮
二
祈
誓
ヲ
致
ス
事
既
二
是
レ
年
久
シ
キ
也
　
凡
ソ
宗
祖
休
息
ヨ
リ
已
末
今
年
二
至
リ

四
百
有
三
十
三
年
也
　
権
門
改
宗
已
後
今
年
二
至
り
四
百
三
十

一
年
也

乗
公
四
十
九
歳
ニ
シ
テ
授
法
弘
法
三
十
五
年
　
延
慶
三
庚
戌
年

遷
化
シ
ヌ
　
星
霜
八
十
有
三
　
焉
爾
末
年
今
年
二
至
り
三
百
九
十
七
年
也

営
寺
　
往
古
ハ
今
ノ
地
自
り
四
町
南

ニ
ア
リ
七
祖
日
朝
此
虎

二
移
セ
リ
　
朝
自
ラ
萬
木

ヲ
四
方
二
植

へ
　
植
ユ
ル
毎

二
自
我
偶

一
反
ヲ
誦
ス
ト
云
云
　
佛
閣
神
社
方
丈
坊
舎

悉
ク
建
立
ス
ル
ガ
故
二
中
興
開
基
卜
篤
ス
　
土
皿
シ
古
東
大
小
僧
坊
コ
レ
多
シ
ト
雖
ド
モ

縮
メ
テ
十
二
房
ヲ
定
ム
也
　
地
ヲ
引
キ
移
ス
ガ
故
二
営
寺
ヲ
新
立
正
寺
卜
云
ヒ
彼
ノ
旧
寺
ヲ

本
立
正
寺
卜
云
フ
　
姦
二
松
子
丸
、
亀
壽
丸
卜
云
フ
兒
子
ア
リ
有
ル
聖
人
　
側
灌
籍
耐
ル
ヘ岡
霜
ウ
証
代
カ

亀
壽
丸
二
漫
荼
羅
ヲ
典
ヘ
テ
　
本
立
正
寺
亀
壽
丸
殿
卜
書
ス
　
是
レ
則
チ
新
本

立
名
ノ
證
櫨
也
　
八
世
日
饒
寺
琥
紛
爾
タ
ル
コ
ト
ヲ
嫌
ヒ
本
立
正
寺
之
正
ノ
字
ヲ

閉
略
シ
テ
本
立
寺
卜
名
ヅ
ケ
　
新
ノ
字
亦
夕
閉
シ
テ
古
末
ノ
如
ク
立
正
寺
卜
呼
ブ
也

日
朝
従
り
第
十
七
世
日
述
二
至
り
代
々
兼
職
ス
　
然
ル
ニ
日
述
代
二
登
心
者
ア
リ
之
ヲ

シ
テ
本
立
寺
ヲ
守
ラ
シ
メ
而
シ
テ
後
他
二
属
シ
六
十
有
餘
年
ヲ
経
タ
リ
　
麒
″
詣
矧
二書
麟
へ悉
地
往
テ
知
ル
ベ
シ

時
二
元
禄
第
四
巳
未
年
二
十
二
代
日
観
公
場
二
訴
ヘ
テ
勝
利
ヲ
得
ル
コ
ト
疾
シ
　
姦
二
因
リ

日
観
更
二
別
職
二
在
リ
テ
改
メ
テ
立
正
寺
ノ
末
寺
二
定
ム
ル
也

営
寺
卜
駿
州
岡
宮
光
長
寺
卜
倶
二
日
法
師
ノ
開
聞
ニ
シ
テ
両

一
寺
也

木
系
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
鬼

（二
）



亦
則
チ
中
老

一
葉

一
門
派
ノ
首
ナ
リ
　
中
興
日
朝
光
長
寺
ノ
職
ヲ
兼
ネ

両
寺
悉
ク
建
立
ス
也
　
然
ル
ニ
日
朝
盛
ン
ニ
本
勝
述
劣
之
義
ヲ
宣
ベ
テ
洛
陽
本
能
寺

開
基
日
隆
卜

一
味
同
心
シ
テ
弘
通
東
西
、
朝

ハ
東
隆
ハ
西
互
二
諾
シ
ヌ
　
長
禄
寛

正
ノ
比
ア
ヒ
専
ラ
之
ヲ
弘
メ
ホ
末
休
岡
両
山
門
流
倶
二
延
山
二
敵
ス
也
　
博
へ
聞
ク

曾
式
ノ
見
舞
黎
民
歌
ヒ
テ
曰
ク
身
延
法
華
　
休
息
法
華
卜
云
云
　
然
ル
ニ
天
正

年
中
営
寺
炎
焼
之
節
十
二
世
日
業
ノ
遺
言
二
依
リ
テ
十
三
世
日
定
代
二
一
致
ノ

宗
派

二
販

（帰
）
伏
ス
破
叱
日　
凡
ソ
勝
劣
ノ
宗
派
ヲ
立
ツ
ル
コ
ト
朝
従
り
業
二
至
ル
百
五
十
有

餘
年
也

醐
雄
側
配
莉
以一致
鰯
減
珊
効
耐
殊
げ
珈
ル
が
更
詳
　
抑
々
日
朝

ハ
営
虎
ノ
出
生
之
人
也
　
両
寺

兼
職
凡
ソ
四
十
八
年
ニ
シ
テ
営
寺

二
於
テ
化
シ
ヌ
　
焉
二
遺
言
二
日
ク
蓋
未
末
際
妙
法
ヲ

護
持
シ
吾
ガ
廟
ヲ
鬼
門
ノ
方
二
築
ク
可
シ
ト
　
則
チ
境
内
林
ノ
艮
位
二
廟
ヲ
立
ツ
也

鳴
呼
日
朝

一
何
ン
ゾ
誤
レ
ル
ヤ

第
十
二
日
業
代
田
野
二
於
テ
勝
頼
公
生
害
ノ
時
天
正
十
壬
午
ノ
年

三
月
三
日
辰
ノ
刻
乱
火
二
遭
ヒ
テ
七
堂
伽
藍
、
鐘
棋
、
鼓
模
等
方
丈

坊
舎

一
時
二
焚
焼
シ
郊
原
ノ
地
卜
篤
ル
也
　
往
古
有
末
ノ
佛
像
、
経
巻
、
祖
師
ノ

霊
賓
、
法
、
乗
両
師
井
二
歴
代
ノ
本
尊
、
朱
印
、
黒
印
古
末
ノ
筆
記

珍
財
等
皆
悉
亡
失
ナ
リ
　
営
寺
之
重
賓
是
ノ
時
廃
レ
リ
焉
二
日
業

身
命
ヲ
惜
シ
マ
ズ
火
中
二
入
リ
テ
宗
祖
ノ
尊
影
卜
大
霊
賓

一
幅
卜
之
ヲ
抱
ヘ
テ

逃
ゲ
去
ン
ヌ
　
姦
二
奇
ナ
ル
哉
　
を不
祖
金
地
ノ
漫
荼
羅
、
大
蔵
郷
之
筆
、
宗
祖



開
眼
番
神
之
画
像

一
毛
　
損
セ
ズ
灰
中
ニ
ア
リ
　
賞
二
是
レ
火
中
之

蓮
花
卜
謂
フ
可
シ
　
爾
末
金
地
ノ
本
尊
名
ヅ
ケ
テ
青
蓮
華
ノ
本
尊
卜
日
フ
也
　
日
業

情
々
案
ズ
ナ
リ
　
営
寺
再
興
セ
ン
コ
ト
我
ガ
カ
堪
ヘ
ズ
　

一
致
二
坂
依
シ
テ
方
二
相
績
セ
ン
ト

欲
ス
ト
雖
ド
モ
年
漸
ク
衰
老
シ
テ
遂
二
未
ダ
其
ノ
願
ヒ
ヲ
果
タ
セ
ズ
　
天
正
十
九
辛
卯
ノ
年

正
月
三
日
二
化
シ
ヌ
　
焉
二
終
焉
ノ
時
二
臨
ミ
テ
付
弟
賞
修
院
日
定
井
二
大
衆
ヲ
集
メ
テ

念
願
ノ
旨
趣
精
シ
ク
遺
誠
セ
リ
　
之
二
依
り
同
年
同
月
速
ヤ
カ
ニ
寺
僧
正
覺
房
、
本
妙
房

両
使
ヲ
延
山
日
新
聖
人
之
許
二
遣
ス
　
新
師
称
美
讃
歎
シ
慇
懃

鄭
重
ニ
シ
テ
即
チ
事
報
ア
リ
　
両
僧
ヲ
結
衆
院
主
二
任
ゼ
ラ
レ
各
々
漫
茶
羅
ヲ
賜
フ

齢學二匿日仰待剌師報な
つ夕
、一杯
利証壇効結ノヽ箱陥誂琳砂坊
ハ　
又
十
二
房
二
欝

多
羅
衣
十
二
條
ヲ
賜
フ
也
　
是
レ
則
チ

一
致
改
派
之
印
也
　
卑
ツ
イ
テ
勝
劣
不
韓
ノ

道
俗
唄
恨
ヲ
懐
キ
末
寺
檀
那
多
ク
違
背
ス
　
焉
二
日
定
道
心
堅
固
ニ
シ
テ

専
ラ

一
致
ノ
諸
門
二
遊
ビ
再
ビ
営
寺
ヲ
建
立
シ
テ
先
師
日
業
之
遺
誠
二
達

ス
ル
者
也
　
一
致
改
派
ヨ
リ
今
年
マ
デ

一
百
六
年
也

天
正
十
九
年
二
月
　
東
照
宮
従
り
営
寺
方
丈
坊
中
諸
役
免
許

井
二
身
延
坂

（帰
）
伏
二
就
テ
嚇
獅
　
古
末
十
二
房
之
外
二
更
二
六
房
寄
附

等
之
芳
墨
コ
レ
ヲ
成
シ
下
サ
ル
也
　
訊に防晰プ
ニ同縮始砒峨即
崚所二鋤
北群叶植兇こ

爾
末
新
古
都
テ
十
八
房
也
　
其
ノ
中

二
勝
ル

ヽ
二
従
ヒ
或

ハ
由
緒

コ
レ
有
ル
ニ
従
ヒ

坊
舎
六
軒
ヲ
澤
ビ
テ
是
ヲ
役
坊

二
相
定
メ
門
中
ノ
衆
義

（議
）
ヲ
シ
テ
之
ヲ
評
定
セ
シ
ム
　
又

木
暴
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
究

（二
）



同
第
二
十
壬
辰
ノ
年
蚊
爺
　
一
一月
制
札
之
ヲ
頂
戴
ス
也

先
年
乱
火
之
後

一
致
ノ
門
派
二
販

（帰
）
伏
シ
テ
ヨ
リ
已
末
新
師
自
り
軋
（乾
）
師

四
代
之
間
芳
恵
ヲ
蒙
リ
テ
営
寺
ヲ
相
績
ス
ル
ガ
故
二
延
山
従
り
末
寺
二
篤
サ
ン
ト
欲
シ

往
覆

（復
）
再
三
二
及
ブ
ト
雖
ド
モ
儀
然
ト
シ
テ
営
寺

ハ
高
祖
休
息
安
國
講
談
之
霊
地

中
老

一
葉
法
公
門
派
之
若

（首
）
ニ
シ
テ
改
宗
ヨ
リ
已
末
三
百
四
十
餘
年
之

間

一
本
寺
ナ
ル
ガ
故
員
俗
倶
二
嗽

（取
）
テ
之
ヲ
承
ケ
ズ
　
然
ル
二
四
代
ノ
芳
恵
賞
二
黙
止
シ

難
キ
ヲ
以
テ
ノ
故
二
若
シ
末
寺
ノ
儀
式
諸
役
免
許
シ
テ
古
末
ノ
如
ク

一
本
寺
之

格
式
ヲ
篤
サ
バ
亦
相
随
フ
可
キ
也
卜
　
之
二
依
り
乾
師
並
二
大
衆
薄
ヲ
同
ジ
テ
日
ク
由
緒

有
ル
ノ
霊
場
ニ
シ
テ
格
別
ノ
奮
跡
也
　
取

（最
）
モ
其
ノ
旨

二
任
ス
可
シ
ト
互
二
領
ル
　
深
ク

諾
シ
テ
則
チ
慶
長
七
壬
寅
ノ
年
三
月
第
十
四
世
性
善
院
日
應
井
二
衆
徒
檀
越

一
味
同

心
ニ
シ
テ
終
二
末
寺
分
卜
篤
ル
也
　
即
チ
時
二
乾
師
諸
役
免
許
之

一
紙
ヲ
賜
フ
也
　
ホ
末

今
年
二
至
り
八
十
有
五
年
也
　
酸
焙
″
焼一舜
円
鬱
歎
統
枷
鉾
神
々
是
二
亦

奮
執
ヲ
忘
レ
難
キ
信
福

（伏
）
ノ
檀
越
却
リ
テ
違
背
シ
　
土暑

一
一
宇
ヲ
構
ヘ
テ
安
國
山
立
正
寺
ト

琥
シ
岡
宮
ノ
未
寺
卜
篤
ツ
テ
営
寺
二
怨
ス
ル
コ
ト
今
二
至
ル
マ
デ
止
マ
ズ

観
”
槌
刑
村
補
剛
球
た
也

慶
長
十
乙
巳
年
七
月
性
善
院
日
應
適
々
延
山
二
詣
フ
デ
営

貫
主

（首
）
日
遠
師
二
封
向
シ
テ
日
ク
　
先
年
既
二
延
山
ノ
末
寺
分
卜
篤
ル
　
願
ハ
ク
ハ
篤
二
常
住

本
尊
ヲ
授
典
セ
ラ
レ
ヨ
　
」込
師
甚
ダ
感
心
シ
即
チ
應
ジ
テ
三
枚
績
之
本
尊
ヲ
授
典
シ
菱

日
ク
其
ノ
寺
由
緒
之
有
ル
ガ
故
二
一
本
寺
之
格
式
也
　
之
二
依
り
先
年
已
二
役
儀
宥
恕



セ
リ
　
是
ノ
故
今
典
フ
所
ノ
本
尊
亦
夕
末
寺
ノ
言
バ

（葉
）
ヲ
安
ン
ゼ
ズ
也
卜
云
云
　
後
ノ
職
退
師

授
典
之
形
模
亦
夕
則
チ
末
寺
之
言
無
シ
　
是
レ
正
シ
ク

一
本
寺
之
格
式
ヲ
守
ル
明
證
也

現二
椰

予
謂
ク
劣
法
改
派
卜
本
末
約
諾
卜
既
二
是
レ
ニ
ヲ
成
ス
　
願
フ
所
ノ
本
尊
最
モ
是
レ
其
ノ
初
メ
也

常
ノ
途
古
末
ノ
末
寺
本
尊
末
寺
ノ
ニ
字
ヲ
安
ン
ズ
ル
コ
ト
正
二
是
レ

一
幅
ノ
要
卜
篤
ス
　
況
ン
ヤ
今
寺
二
於
テ
ヲ
ヤ

其
ノ
言
安
ン
ゼ
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
　
然
り
之
ヲ
閥
如
ス
ル
コ
ト
ハ
是

一
本
寺
之
格
ヲ
顕
ハ
ス
也
　
其
ノ
格

至
ル
哉

先
年
之
炎
焼
井

二
宗
派
販

（帰
）
伏
之
後
日
々
二
朽
邁

二
及
ベ
ル
也
　
然
ル
ニ
亦
元
和

元
乙
卯
ノ
年
三
月
六
日
第
十
五
世
日
芳
自
ラ
火
災
ヲ
得
衰
微

増
々
至
レ
リ
　
再
ビ
之
ヲ
造
誉
ス
ル
ニ
堪

ヘ
ズ
　
闘
徒
忙
然
ト
シ
テ
憂
ヒ
ヲ
懐
ケ
リ
　
而
シ
テ

己

二
衆
嘆
キ
テ
日
ク
鳴
呼
滅
亡
ノ
時
至
レ
ル
カ
ナ
ト
　
卑
テ
岡
宮
小
林
等
ノ
奮
執
ノ
員
俗

費

二
乗
ジ
テ
永
ク
営
寺
ヲ
シ
テ
破
廃
セ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
テ
大
イ
ニ
敵
営
ス
　
が
時
延
山

従
り
典
カ

ヲ
加

ヘ
ラ
レ
ル

翻
燿
獅
鰤
貶
峨
地
頗
ｕ
祝
師
　
亦
隠
士
日
遠
師
従
り
懇
篤
ノ
直
書
ヲ
賜

フ

鈍
二書
在
り
之

二
因
り
漸
ク
再
興
シ
ヌ
　
馴
ホ
末
今
年

二
至
ル
七
十
有
二
年
也

慶
長

二
巳
丑
ノ
年
八
月
第
十
七
世
日
述
　
営
寺
領
十
八
石

六
斗
井

二
寺
中
山
林
竹
木
諸
役
免
許
之
旨
ヲ
蒙
り
大
猷
院
殿

御
朱
印
之
ヲ
頂
戴
ス
ル
也

営
寺

ハ
延
山
末
派
篤
ル
ト
雖
モ
由
緒
有
ル
ガ
故

二
役
儀
免
除

ニ
シ
テ

一
本
寺
之
格

木
系
院
日
朝
空
人
に
関
す
る
研
鬼

（二
）



式
也
　
其
ノ
旨
向
キ
ノ
如
シ
　
之
二
依
リ
テ
往
古
之
寺
法
ヲ
改
メ
ズ
祖
師
會
正
日
二
之
ヲ

執
行
　
四
箇
ノ
大
會
年
中
行
事
等
皆
古
法
ノ
如
ク
之
ヲ
修
シ
坊
張
律
師
院
主

日
琥
之
官
職
亦
奮
式
ノ
如
ク
之
ヲ
補
任
ス
　
延
山
ノ
僧
衆
卜
営
山
ノ
徒
衆
卜
會

合
ノ
座
配
ハ
年
老
次
第
二
之
ヲ
定
ム
　
住
持
ハ
延
山
二
請
ヒ
或
ハ
復
願
ヒ
ヲ
述
ブ
也
　
年
始

継
目
等
ノ
程
式
時
ノ
宜
二
随
フ
也
　
登
山
井

二
虎
々
ノ
會
席
色
衣
紋

白
之
ヲ
著
ス
樺
室へ
期
酵
耐
鋏
ツ
燿
勤
凱
畑
琺
訓
休
息
　
身
延
門
中
回
章
ハ
別

章
ヲ
蒙
り
　
醸
静
趨
櫂
鰤
　
弘
通
勧
奨
之
時
ハ
先
例
二
任
セ
許
状
ヲ
申
受
ク
也
己
上

予
素
文
質
筆
藝
並
二
乖
ケ
リ
達
者
モ
亦
無
シ
　
我
レ
今
由
緒
之
慶
ル
コ
ト
ヲ
勢
シ
テ

馴
力
奮
記
ヲ
探
り
潜
カ
ニ
博
説
ヲ
尋
ネ
テ
筆
二
信
セ
テ
記
ス
　
焉
二
敢
テ
軽
漫
ス
ル
コ
ト
勿
レ

唯
是
レ
由
緒
ヲ
シ
テ
廃
亡
セ
ザ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
ミ

維
時

賓
永
第
三
龍
集
丙
戌
年
五
月
良
日

第

二
十
六
世
己
心
院
日
退
花
押

昔
日
休
息

小
室
両
山
ヲ

呼
ビ
テ
東
大
坊

西
大
坊
卜
日
フ

也



追
加

高
祖
斯
二
来
至
シ
給
フ
時
節
ヲ
イ
ハ
バ
或
ハ
入
國
ノ
其
ノ
年
卜
云
ヒ
或
ハ
其
ノ
翌
年
卜
云
ヒ

或
ハ
身
延
入
山
ノ
已
前
卜
云
フ
皆
是
レ
博
説
ナ
リ
　
未
決
更
詳
　
（身
延
は
脇
書
）

高
祖
営
虎
御
休
息
之
日
敷
ヲ
イ
ハ
バ
或
ハ
ニ
夜
三
日
卜
云
ヒ
或
ハ
一
七
日
卜
云
ヒ
或
ハ
又

唯

一
日
卜
云
ヒ
或
ハ
又
幾
日
卜
其
ノ
敷
ヲ
知
ラ
ズ
ト
云
フ
　
亦
皆
博
説
也
未
決
更
詳

或
人
日
ク
行
化
ノ
最
初
卜
者
高
祖
斯
二
来
至
シ
給
フ
事
若
シ
身
延
入
山
之
後
ナ
リ
ト
云
ハ

バ
最
初
之
言
末
審
卜
云
云
　
予
ハ
謂
ク
最
初
ト
ハ
安
國
論
御
講
　
即
チ
是
レ
営
國
ノ
最
初
ナ

リ
　
焉
二
全
ク
身
延
入
山
之
前
後
ヲ
論
ゼ
ズ
也
　
凡
ソ
高
祖
虎
々
ノ
遊
歴
須
夫
ノ
間
ヲ
モ

行
化
無
カ
ラ
ン
ヤ
　
然
ル
ニ
今
此
虎
ヲ
最
初
卜
名
ヅ
ク
ル
ノ
ハ
正
シ
ク
安
國
論
御
講
之
道
場

二
依
ル
者
也
　
抑
々
安
國
論

ハ
高
祖
行
化
之
秘
要
ナ
ル
コ
ト
是
レ
勿
論
也
　
師
営
國
二
入

リ
テ
何
レ
ノ
虎
二
於
テ
カ
初
メ
テ
此
ノ
論
ヲ
講
ゼ
ル
ヤ

更
二
別
虎
無
キ
故
　
今
最
初
卜
云
フ
コ
ト
ハ
唯
是
レ
安
國
論
御
講
二
在
ル
者
欺
　
姦
二
因
リ

乗
公
改
宗
之
時
山
卜
寺
卜
倶
二
其
ノ
号
ヲ
改
メ
休
息
山
立
正
安
國
寺
卜
稀
ス
　
即
チ
是

レ
其
ノ
證
也
　
例
セ
バ
比
器
（企
）
力
谷
妙
本
寺
ヲ
最
初
韓
法
論
之
地
卜
名
ヅ
ク
ル
ガ
如
ク
也

何
ト
ナ
レ
者
宗
旨
建
立
行
化
之
初
メ
ハ
房
州
清
澄
寺
也
　
自
末
西
條
、
花
房
、
小
湊
、

奥
津
、
笠
森
、
須
田
、
藻
原
等
惣
ジ
テ
房
州
、
上
総
、
下
総
、
武
蔵
、
相
模
五
箇
國
ヲ
紅

テ
虎
々
二
行
化
シ
尚
鎌
倉
二
至
り
松
葉
ガ
谷
之
小
庵
二
住
シ
テ
行
化
シ
給
フ
コ
ト
最
モ
甚

ダ
シ
　
然
ル
ニ
安
國
論
之
御
製
作
既
二
成
り
比
器

（企
）
ノ
大
學
三
郎
殿
之

一
覧
二
入
レ
ル
所

木
暴
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
宛

（二
）



正
シ
ク
斯
ノ
縁

二
因
リ
テ
終

二
販

（帰
）
伏
シ
テ
地
ヲ
高
祖

二
附
ケ
ラ
ル
　
今
ノ
妙
本

寺
是
レ
也
　
是
レ
則
チ
宗
旨
建
立
ヨ
リ
来
タ
ル
安
國
論
行
化
之
最
初
也
　
依
リ
テ
名
ヅ
ケ
テ
高
祖
最

初
韓
法
輪
之
地
卜
稽
ス
　
篤
レ
四
箇
之
道
場
ノ
随

一
ナ
リ
　
既

二
是
レ
房
州
已
末
虎
々
遊

歴
之
後
也
　
舵
け
　
然
レ
バ
則
チ
吾
山
モ
亦
是
レ
営
國
最
初
韓
法
輪
之
霊
地
ナ
ル
コ
ト
亦
誰
カ

之
ヲ
疑

ハ
ン
　
賢
者
准
知
セ
ヨ

営
山
末
寺
赤
尾
村
法
蓮
寺
之
由
緒

法
蓮
寺
ハ
高
祖
大
師
御

一
宿
ノ
奮
跡
ナ
リ
　
原
此
ノ
寺
ノ
在
虎
ハ
黒
川
村
ナ
リ
　
往
昔
此
ノ
虎
ニ

永
久
、
法
蓮
卜
云
フ
者
ア
リ
　
博
二
夫
婦
卜
日
ヒ
或
ハ
又
兄
弟
卜
云
フ
　
然
ル
ニ
高
祖
山
家
遊
歴
ノ
時

一
タ
ビ
此
村
二
至
り
宿
ヲ

彼
ガ
家
二
寄
セ
テ
行
化
ス
　
コ
コ
ニ
家
主
二
人
仰
ギ
テ
信
ジ
伏
シ
テ
帰
ス
　
終
二
化
益
ヲ
蒙
り

一
宇
ヲ
建
立
シ
我
ガ
家
屋
敷
ヲ
以
テ

即
チ
其
ノ
地
卜
篤
ス
　
亦
則
チ
家
主
ノ
法
名
コ
レ
ヲ
呼
ビ
テ
名
ヲ
永
久
山
法
蓮
寺
卜
稀
ス
　
黒
川
ハ
元
是
レ

金
山
ナ
リ
　
山
衰
微
二
及
ブ
ノ
後
彼
ノ
寺
ヲ
赤
尾
二
移
ス
　
即
チ
今
ノ
法
蓮
寺
是
レ
也
　
博
へ
聞
ク
黒
川
ノ

古
跡
ニ
ハ
高
祖
御
腰
懸
石
コ
レ
有
リ
ト
云
云

即
時

休
息
二
十
六
世

日
退
誌



王ヽ

（１
）
『日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
茶
羅
本
尊
集
成
解
説
』
昭
和
六

一
年
　
所
載
　
四
二
頁

一
一
一
番
　
身
延
山
久
遠
寺
所
蔵
　
嘉
吉

三
年

（
一
四
四
三
）
六
月
二
日
写
御
本
尊
は
行
学
院
日
朝
聖
人
真
蹟
に
分
類
さ
れ
る
が
、
私
見
に
て
は
本
果
院
日
朝
聖
人
の
筆
跡

と
考
え
ら
れ
る
。
花
押
も
文
字
の
特
徴
も
行
学
院
の
筆
跡
と
異
な
る
。
こ
の
件
は
稿
を
改
め
て
詳
述
す
る
事
と
す
る
。

（２
）
『桂
林
学
叢
』
第

一
号

（昭
和
三
五
年
）
二
四
頁

（３
）
『興
隆
学
林
紀
要
』
（昭
和
六

一
年
）
拙
稿
二
三
頁

（４
）
前
掲
書
二
号

（昭
和
六
三
年
）
拙
稿
九
五
頁

（５
）
前
掲
書

一
号
　
拙
稿
二
六
～
二
七
頁

（６
）
「山
伏
門
答
」
と
内
題
の
あ
る
長
文
冊
子
本
で
表
紙
を
欠
き
年
号
、
筆
者
不
明
物
語
風
寺
歴
書
が
立
正
寺
に
現
存
。

（７
）
日
遅

（
一
五
人
六
～

一
六
四
人
）
身
延
山
二
六
世
、
身
池
対
論
の
代
表
勝
者
、
不
受
不
施
派
を
追
求
し
た
。

（８
）
日
博

（
一
三
二
二
～

一
三
〇
二
）
小
室
山
妙
法
寺
開
山
、
肥
前
阿
閣
梨
、
中
老
僧
。

（９
）
『営
山
旧
記
控
』
天
明
八
年
九
月
休
息
知
事
の
記
事
。
こ
の
時
座
配
は
左
を
上
席
と
し
た
。

（１０
）
柳
沢
吉
保

（
一
六
五
八
～

一
七

一
四
）
は
徳
川
綱
吉
の
側
用
人
、
の
ち
老
中
と
な
り
甲
府
藩
主
、
正
徳
四
年
十

一
月
三
日
歿

五
七
才

（１１
）
享
保
六
年
立
正
寺
二
七
世
日
答
師
に
よ
り
成
る
。
日
答
師
は
後
、
身
延
山
貫
首
と
な
り
三
十
八
世
を
継
承
。

（‐２
）
享
保
五
年

（庚
子
）
冬
遊
甲
陽
休
息
安
國
山
立
正
寺
と
末
尾
に
あ
り
仙
墓
孝
勝
兼
飯
高
日
潮
題
と
印
記
あ
る
詩
文
が
立
正
寺

に
現
存
。

木
釆
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
所
九

（二
）



（‐３
）
「大
門
渡
場
」
は
今
日
の
重
川

・
田
草
川
合
流
付
近
で
今
日
の
地
名

「綿
塚
」
の
あ
た
り
、
「
ワ
タ
バ
」
と

「
ワ
タ
ヅ
カ
」
は

「
ワ
タ
」
の
同
音
異
字
、
「場
」
と

「塚
」
は
後
世
の
写
し
違
い
で
は
な
い
か
。
「舞
台
」
は
同
様
に
し
て
今
日
の

「仏
体
」
と
称

さ
れ
る
地
と
思
わ
れ
る
。

（‐４
）
岡
宮
光
長
寺
同
時
二
祖
日
春
聖
人
は
元
台
密
の
僧
空
存
と
称
し
日
乗
聖
人
と
同
族
鮎
澤
氏
と
言
わ
れ
両
寺
共
建
治
二
年
を
開

創
と
す
る
。

（・５
）
日
建
聖
人
は
光
長
寺
第
七
世
、
当
本
尊
は
立
正
寺
に
現
存
し
光
長
寺
と
立
正
寺
と
の
関
係
を
示
す
。
他
に
建
師
本
尊
二
幅
光

長
寺
に
現
存
。

（‐６
）
「連
」
は
こ
え
る
、
遠
い
、
か
け
は
な
れ
る
の
意
。

（‐７
）
休
息
立
正
寺
蔵
、
慶
長
七
年

（
一
六
〇
二
）
三
月
十
三
日
の
記
録

「休
息
山
立
正
寺
門
末
檀
徒
連
印
之
証
」
覺
之
條

（日
）

第

一
条
に

「光
長
寺

・
立
正
寺
従
前
代
両
寺

一
寺
之
事
」
第
三
条
に

「立
正
寺
ノ
第
五

（実
は
第
七
）
日
朝
聖
人
従
久
足
出
生
被

成
光
長
寺
を
建
立
候
テ
終
二
者
立
正
寺
二
而
御
遷
化
候
　
両
寺
共
二
聖
人
号
自
今
其
陰
無
ク
候
両
寺

一
寺
之
證
拠
眼
前
候
事
」
と

あ
る
。

（・８
）
立
正
寺
享
保
六
年

「過
去
帳
」
に
立
正
寺

「中
興
開
基

（岡
宮
光
長
寺
中
興
）
上
ノ
坊
開
基
」
と
あ
り
、
上
之
坊
天
明
元
年

「過
去
帳
」
に

「当
山
七
祖
中
興
子
安
地
蔵
菩
薩
ノ
化
身
卜
云
フ
」
と
あ
る
”
（前
註
参
照
）

（‐９
）
「灰
中
ニ
ア
リ
」
と
は
異
説
あ
り
立
正
寺

「霊
宝
曾
説
」
（年
号
不
詳
）
に

「辺
リ
ナ
ル
松
ノ
枝
二
掛
ケ
ラ
セ
玉
フ
事
世
ノ
人

ノ
知
ル
所
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
。
両
者
伝
承
な
る
も
災
禍
を
逃
れ
た
事
実
を
伝
う
。

（２０
）
三
衣
の
一
、
上
衣

（欝
多
羅
僧
）
十
二
條
と
は
五

・
七
條
の
事
か
。
天
正
十
九
年

一
月
日
新
師
加
判
本
尊
現
存
。

（２‐
）
天
正
十
九
年
二
月
二
日
付
実
修
院
宛
、
入
江
金
七
書
状
は

「地
頭
四
奉
行
黒
印
御
取
次
御
添
書
　
入
江
金
七
郎
」
と
題
す
る



包
紙
と
共
に
立
正
寺
現
存
。

（２２
）
慶
長
七
年
三
月
十
三
日
付
、
「連
印
之
証
」
は
そ
の
控
書

（連
印
あ
り
）
が
立
正
寺
に
現
存
。

（２３
）
慶
長
十
年
乙
巳
七
月
二
十
九
日
付
　
身
延
日
遠
師
の
当
本
尊
は
立
正
寺
に
現
存
。

（２４
）
日
遠
書
状
年
号
不
詳
、
七
月
二
十

一
日
付
立
正
寺
に
現
存
。

（２５
）
大
猷
院
殿
は
三
代
将
軍
徳
川
家
光
、
休
息
立
正
寺
に
古
末
位
牌
を
安
置
し
現
存
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

本
果
院
日
朝
　
体
息
山
立
正
寺
　
ユエ
正
安
国
論
　
光
長
寺
日
法
　
工工
正
寺
日
乗

木
系
院
日
朝
聖
人
に
関
す
る
研
宛

（二
）


